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宮陵会事務局 からのお知らせ

大
学
学
長
、
並
び
に
明
比
卓
理
事
・
事
務

局
長
が
入
場
。
日
野
理
事
長
や
小
熊
学
長

か
ら
、
ご
自
身
の
自
己
紹
介
や
大
学
の
近

況
報
告
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
司
会
が
「
22
年
度
表
彰
者

芳
名
」
を
披
露
。
出
席
し
た
本
部
表
彰

の
3
名
と
特
別
表
彰
の
3
名
、
2
団
体
に

対
し
、
久
保
清
治
会
長
が
表
彰
状
と
記
念

品
を
授
与
し
、
全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

終
了
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
終
了
後
、
本
年
4
月
5
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
大
学
図
書

館
の
紹
介
と
希
望
者
に
よ
る
図
書
館
見
学

ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
。

33
年
ぶ
り
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
定
時
総
会

年
ぶ
り
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
定
時
総
会

　
長
期
に
わ
た
り
発
出
さ
れ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
本
年
3
月
、
す
べ
て
解
除
さ
れ
た
。
神
奈
川
大
学
で
も

4
月
か
ら
施
設
の
外
部
貸
し
出
し
を
再
開
。
3
年
ぶ
り
に
対
面
に
よ
る
宮
陵
会
本
部
の
定
時
総
会
を
、横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。　
（
専
務
理
事 

佐
藤
武
）

本
人
出
席
83
、
議
決
権
行
使
50
、

委
任
状
出
席
60

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
、
21（
令
和
3
）

年
度
と
2
年
に
わ
た
り
、
役
員
や
近
隣
在

住
者
な
ど
出
席
者
を
限
定
し
た
宮
陵
会
本

部
の
定
時
総
会
は
、
学
外
の
ホ
テ
ル
で
開

催
と
な
っ
た
。
が
、
4
月
以
降
、
神
奈
川

大
学
で
も
対
面
で
の
授
業
実
施
が
8
割
程

度
と
な
っ
た
こ
と
や
、
大
学
施
設
の
外
部

貸
し
出
し
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

定
時
総
会
は
3
年
ぶ
り
に
、
6
月
11
日
、

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
。

　
社
員
総
数
2
0
7
の
う
ち
、
本
人
出
席

83
、
議
決
権
行
使
50
、
委
任
状
出
席
60（
受

任
者
は
議
長
に
48
、
会
長
に
11
、
代
議
員
個
人
に

1
）
の
計
1
9
3
名
の
出
席
。
庄
子
さ
ち
子

理
事（
昭
54
法
）の
司
会
で
始
ま
っ
た
総
会
は
、

21
年
度
総
会
以
降
に
逝
去
さ
れ
た
藤
井
保

氏
（
昭
39
貿
、
津
久
井
宮
陵
会
会
長
）
や
名
誉

役
員
の
小
川
勲
夫
参
与（
昭
37
機
）
の
ご
冥
福

を
祈
り
、
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。

　
続
い
て
、
校
歌

清
聴
の
の
ち
、
久

保
清
治
会
長（
昭
43

貿
・
50
経
博
）
が
開

会
あ
い
さ
つ
。
定

款
第
16
条
に
基
づ

き
、
総
会
議
長
に

三
宮
政
俊
本
会
副

会
長（
昭
51
法
・
53
法

修
）
を
満
場
一
致
で

選
任
。
司
会
者
か

ら
、
定
款
第
18
条

に
定
め
る
社
員
総
数
の
過
半
数
を
満
た
し

総
会
は
成
立
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
議

長
が
議
事
録
署
名
人
に
社
員
の
多
湖
秀
明

氏（
昭
46
経
）
と
髙
嶺
徹
氏（
平
19
自
治
）

の
2
人
を
指
名
、
審
議
に
入
っ
た
。

議
案
は
原
案
通
り
承
認

　
議
事
は
、
久
米
信
行
専
務
理
事
（
昭
49

経
）
が
①
報
告
事
項
と
し
て
21
年
度
の
事

業
報
告
、
22
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算

②
決
議
事
項
と
し
て
第
1
号
議
案
の
「
21

年
度
決
算
承
認
の
件
」
を
説
明
。
横
山
朗

監
事（
平
18
法
務
）
が
監
査
報
告
を
行
っ

た
。
質
疑
応
答
な
ど
を
経
て
、
議
案
は

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
社
員
の
小
川

隆
司
氏
（
42
法
）
か
ら
①
年
度

別
の
会
員
状
況
②
会
費
納
入
状

況
③
神
奈
川
大

学
の
志
願
者
状

況
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
、ま
た
、

社
員
の
庄
子
忠

宏
氏（
昭
40
工
経
）
か
ら
は
、
会
費
の
納
入

状
況
な
ど
に
関
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

久
米
専
務
理
事
や
佐
藤
専
務
理
事（
56
経
）

が
回
答
し
た
。
決
議
事
項
で
は
、
社
員
の

長
谷
川
進
一
氏
（
38
経
）
か
ら
①
新
卒
業

生
の
う
ち
正
会
員
の
割
合
と
時
系
列
で
人

数
を
把
握
し
て
い
る
か
②
会
費
納
入
状
況

を
他
大
学
と
比
較
し
た
こ
と
は
あ
る
か
、

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
た
。
佐
藤

専
務
理
事
が
回
答
。
活
発
な
議
論
の
末
、

定
刻
を
若
干
過
ぎ
て
議
事
終
了
と
な
っ

た
。

　
続
い
て
、
日
野
晶
也
学
校
法
人
神
奈
川

大
学
理
事
長
（
当
時
）
、
小
熊
誠
神
奈
川

定時総会であいさつする久保清治宮陵会会長

来賓あいさつする
日野晶也神大理事長（当時）

来賓あいさつする
小熊誠神大学長

定時総会で議案説明する久米信行専務理事

起立して校歌を清聴する参加者
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宮陵会事務局 からのお知らせ

  題名「我が母校　みなとみらいキャンパスと県花ヤマユリ」
2022（令和4）年制作　F10号

　待望のみなとみらいキャンパスの開設から１年余。湘南ひらつかキャンパ
スの生物学園にあった荻原昤二元学長の研究対象だったヤマユリも、新
キャンパスを観てみたいかも？と思い、時空を超えて復活してみました。夕陽
に映えるのは、やっぱり富士山。そしてプラウドブルーの空。

渡邊恵子 （宮陵会理事1977年  法学部法律学科卒業）

表紙のことば

選
挙
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
代
議
員
選
挙
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
の

あ
る
正
会
員
と
は
、「
選
挙
年
度
の
4
月

1
日
現
在
、
住
所
が
判
明
し
、
定
款
に
定

め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
て
い
る
会
員
」

で
す
が
、
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
が
定

め
る
期
日
（
２
０
２
2
年
10
月
31
日
）
ま

で
に
、正
会
員
資
格
の
判
断
基
準
で
あ
る
、

住
所
の
届
出
並
び
に
会
費
の
納
入
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
代
議
員
に
立

候
補
ま
た
は
推
薦
人
と
な
る
資
格
を
有
す

る
者
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

申
し
添
え
ま
す
。

□
代
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
の

「
総
会(
社
員
総
会)

」
は
、
正
会
員
の
選

挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
代
議
員(

＝
社

員)

で
構
成
さ
れ
、
そ
の
代
議
員
は
、
正

会
員
か
ら
の
立
候
補
者
と
代
議
員
候
補
者

推
薦
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の

な
か
か
ら
正
会
員
に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ

ま
す
。

　
現
在
の
代
議
員
が
２
０
２
３
年
1
月
31

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
な
り
ま
す
の
で
、

定
款
第
11
条
並
び
に
代
議
員
選
任
規
程
に

基
づ
き
、
次
期
代
議
員
を
選
ぶ
代
議
員

■
功
労
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
２
号
該
当
）

▽
本
部
関
係

会
田
　
彰
様
（
昭
和
45
年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業
、
元
副
会
長
・

理
事
・
財
政
委
員
長
・
事
業
委
員
長
）

今
田 

正
紀
様
（
昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
・
平
成
16
年

大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
、
元
監
事
・

理
事
・
財
政
委
員
長
）

春
原
正
三
郎
様
（
昭
和
47
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
、
元
副
会
長
・

専
務
理
事
・
理
事
）

▽
地
域
組
織
関
係

森
　
隆
司
様
（
昭
和
38
年
工
学
部
工
業
経
営
学
科
卒
業
、
元
横
浜
北

会
長
・
副
会
長
）

■
感
謝
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
３
号
該
当
）

▽
本
部
関
係

永
田 

晴
彦
様（
昭
和
58
年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業
、元
理
事
）

▽
地
域
組
織
関
係

古
澤
　
伸
様
（
故
人
昭
和
63
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
、
元
岩
手

県
宮
陵
会
幹
事
長
）

大
谷 

豊
司
様
（
昭
和
49
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
、
元
兵
庫
県
宮

陵
会
事
務
局
長
）

中
川 

静
夫
様
（
昭
和
42
年
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業
、
元
香
川
県
宮

陵
会
副
会
長
）

藤
井    

保
様
（
故
人
昭
和
39
年
法
経
学
部
貿
易
学
科
卒
業
、
元
津
久

井
宮
陵
会
会
長
・
会
長
代
行
）

北
野 

紘
一
様
（
昭
和
39
年
法
経
学
部
法
学
科
卒
業
、
元
レ
ス
リ
ン
グ

部
O
B
・
O
G
会
副
会
長
）

■
特
別
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
４
号
該
当
）

本
田
　
敏
秋
様
（
昭
和
45
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
、元
遠
野
市
長
）

伊
東   

純
也
様
（
平
成
27
年
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
卒
業
、
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
の
2
0
2
2
年
F
I
F
A
カ
タ
ー
ル
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
出
場
権
獲
得
に
貢
献
）

砂
川
　
文
次
様
（
第
1
6
6
回 

芥
川
賞
受
賞
）

水
泳
部
（
第
97
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
女
子
総
合
優
勝
二
連

覇
達
成
）

宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
実
験　

高
度

10.
1
㌔
（
日
本
新
記
録
）

新
倉
す
み
れ
様
（
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
2
年
、
2
0
2
1
年
明

治
杯
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
72
㌔
級
2
位
、

2
0
2
1
年
度
J
O
C
杯
ジ
ュニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

72
㌔
級
優
勝
、
文
部
科
学
大
臣
杯
令
和
3
年
度
全
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
72
㌔
級
優
勝
、
天
皇
杯
令
和
3
年
度
全
日
本

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
72
㌔
級
優
勝
）

表 彰 者 芳 名

　
　
　
　
　

記

１
．
代
議
員
の
定
数
　
２
１
０
人（
定
款

第
11
条
第
1
項
、
代
議
員
選
任
規
程

第
3
条
）

２
．
代
議
員
の
任
期
　
２
０
２
３
年
2
月

1
日
～
２
０
２
５
年
1
月
31
日
（
定

款
第
11
条
第
5
項
）

３
．
選
挙
日
程

①
選
挙
の
公
示

２
０
２
２
年
8
月
1
日
（
月
）

②
立
候
補
の
受
付
期
間

２
０
２
２
年
10
月
3
日（
月
）～

10
月
17
日（
月
）
消
印
有
効

③
候
補
者
の
公
示

２
０
２
2
年
12
月
1
日（
木
）

④
投
票
期
間

２
０
２
3
年
1
月
16
日（
月
）

消
印
有
効 

⑤
当
選
者
の
公
告

２
０
２
３
年
2
月
1
日
（
水
）

※
代
議
員
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合
は
、

投
票
を
行
い
ま
せ
ん
。

▽
代
議
員
選
挙
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
代
議

員
選
挙
の
お
知
ら
せ
」（
正
会
員
に
同
封
）ま
た

は
宮
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
示
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
会
員
種
別
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
会
費
の

納
入
に
つ
い
て（
お
願
い
）」の【
会
費
納
入
要
領
】

の
最
後
に
記
載
い
た
し
ま
し
た
。

長
崎
宮
陵
会
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
金
を

諫
早
市
に
寄
託

　
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
６
月
11
日
開

催
の
宮
陵
会
本
部
定
時
総
会
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
難
民
支
援
金
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

２
５
、０
９
８
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

諫
早
市
が
受
け
入
れ
た
難
民
の
た
め
に

６
月
23
日
、
全
額
を
諫
早
市
に
寄
託
し

ま
し
た
。
ご
報
告
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。長

崎
宮
陵
会　

会
長　

高
名　

洽  
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2021年度 事業報告

■	2021・2022年度の役員として、理事20名と監事３名が選任され、６月12
日に開催された理事会において会長、副会長、専務理事が選定された。

■	学校法人神奈川大学「米田吉盛教育奨学金」募金へ 620万円を寄付、給
付奨学金として学部生４名、大学院生 13名に対し総額 6,087,500円を
給付した。

■	コロナ禍における学生への緊急支援として、一人暮らしの学生を対象に「食
品の無料配布」を実施した。レトルト食品、カップ麺、お菓子など一人当
たり3,000円相当の食品を2,000名の在学生に配布した。

■	「地域組織に対する義援金贈呈の取扱要領」に基づき、豪雨などによ
り罹災した地域組織に義援金を贈呈した（3地域組織）。

2022 年度 事業計画

■	2023・2024年度代議員を選出するための選挙を実施する。
■	地域組織代表者会議の開催。ブロック会の効果的な運営・活用と、今後
の地域組織代表者会議のあり方を検討する。

■	横浜キャンパス図書館の大規模改修に伴い、図書館の環境向上を図る
ためのグリーン（造木）設置に対する寄付。

■	会費の納入促進と会費制度の見直し。
■	健全に事業を運営するための事業・経費の合理化策の検討。

詳細は宮陵会ホームページでご確認いただけます。

貸借対照表
2022年 3月 31日現在� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ 資 産 の 部
１. 流 動 資 産

現 金 305,999 323,438 △ 17,439
普 通 預 金 39,406,235 39,244,150 162,085
振 替 貯 金 211,345 453,724 △ 242,379
定 期 預 金 212,000,000 212,000,000 0
未 収 金 0 52,035 △ 52,035
貸 付 金 0 415,000 △ 415,000
貸 倒 引 当 金 0 △ 285,000 285,000
流 動 資 産 合 計 251,923,579 252,203,347 △ 279,768

２. 固 定 資 産
(1) 基 本 財 産
定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000 0

(2) 特 定 資 産
奨 学 基 金 積 立 資 産 110,000 10,000 100,000
神奈川大学創立 100 周年積立資産 61,000,000 41,000,000 20,000,000
退 職 給 付 引 当 預 金 3,263,140 3,263,113 27
特 定 資 産 合 計 64,373,140 44,273,113 20,100,027
(3) そ の 他 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア 209,000 0 209,000

そ の 他 固 定 資 産 合 計 209,000 0 209,000
固 定 資 産 合 計 67,582,140 47,273,113 20,309,027
資 産 合 計 319,505,719 299,476,460 20,029,259

Ⅱ 負 債 の 部
１. 流 動 負 債

未 払 金 438,832 774,435 △ 335,603
前 受 会 費 30,000 21,000 9,000
預 り 金 133,941 124,294 9,647
流 動 負 債 合 計 602,773 919,729 △ 316,956

２. 固 定 負 債
退 職 給 付 引 当 金 3,263,140 3,263,113 27
固 定 負 債 合 計 3,263,140 3,263,113 27
負 債 合 計 3,865,913 4,182,842 △ 316,929

Ⅲ 正 味 財 産 の 部
１. 指 定 正 味 財 産
指 定 正 味 財 産 合 計
(うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

２. 一 般 正 味 財 産 315,639,806 295,293,618 20,346,188
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (61,110,000) (41,010,000) (20,100,000)
正 味 財 産 合 計 315,639,806 295,293,618 20,346,188
負債及び正味財産合計 319,505,719 299,476,460 20,029,259

正味財産増減計算書
2021年 4月 1日から 2022年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財 　 産　 運　 用　 益 973 2,261 △ 1,288
基 本 財 産 受 取 利 息 (51) (255) ( △ 204)
特 定 資 産 受 取 利 息 (922) (2,006) ( △ 1,084)

② 受 　 取 　 会 　 費 117,239,000 118,740,000 △ 1,501,000
正 会 員 会 費 (7,749,000) (8,640,000) ( △ 891,000)
準 会 員 会 費 (109,490,000) (110,100,000) ( △ 610,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 1,144,076 867,862 276,214
受 取 利 息 (14,814) (60,429) ( △ 45,615)
雑 収 益 (1,129,262) (807,433) (321,829)

経 常 収 益 計 118,384,049 119,610,123 △ 1,226,074
(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 7,860,104 7,522,562 337,542
退職給付引当金繰入額 14 350,012 △ 349,998
福 利 厚 生 費 1,265,273 1,222,671 42,602
会 議 費 15,000 35,000 △ 20,000
旅 費 交 通 費 163,226 80,076 83,150
通 信 運 搬 費 28,742,264 28,735,751 6,513
消 耗 品 費 6,650,111 972,725 5,677,386
印 刷 製 本 費 7,906,192 8,500,673 △ 594,481
慶 弔 交 際 費 230,000 60,000 170,000
賃 借 料 93,060 226,020 △ 132,960
諸 謝 金 111,370 0 111,370
支 払 負 担 金 3,000,000 3,000,000 0
支 払 助 成 金 4,168,027 2,303,371 1,864,656
支 払 寄 付 金 17,112,500 33,195,000 △ 16,082,500
給 付 奨 学 金 6,087,500 8,805,000 △ 2,717,500
委 託 費 355,941 950,685 △ 594,744
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 14,500 △ 14,500
雑 費 8,946 2,400 6,546
事 業 費 計 83,769,528 95,976,446 △ 12,206,918

② 管 　 　 理 　 　 費
給 料 手 当 7,860,104 7,522,561 337,543
派 遣 事 務 費 242,475 2,362,480 △ 2,120,005
退職給付引当金繰入額 13 350,011 △ 349,998
福 利 厚 生 費 1,265,273 1,222,671 42,602
会 � � � � 議 � � � � 費 254,101 715,654 △ 461,553
旅 費 交 通 費 1,169,600 717,772 451,828
通 信 運 搬 費 638,177 499,739 138,438
減 価 償 却 費 11,000 0 11,000
消 耗 什 器 備 品 費 0 0 0
消 耗 品 費 388,850 265,325 123,525
印 刷 製 本 費 475,245 472,211 3,034
慶 弔 交 際 費 917,268 614,500 302,768
賃 借 料 93,060 226,020 △ 132,960
保 険 料 409,640 409,640 0
委 託 費 445,500 1,096,700 △ 651,200
雑 費 123,027 112,318 10,709
管 理 費 計 14,293,333 16,587,602 △ 2,294,269

経 常 費 用 計 98,062,861 112,564,048 △ 14,501,187
当 期 経 常 増 減 額 20,321,188 7,046,075 13,275,113

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 25,000 0 25,000
経 常 外 収 益 計 25,000 0 25,000

(2) 経 常 外 費 用
経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額 25,000 0 25,000
当期一般正味財産増減額 20,346,188 7,046,075 13,300,113
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 295,293,618 288,247,543 7,046,075
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 315,639,806 295,293,618 20,346,188

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 315,639,806 295,293,618 20,346,188

正味財産増減予算書
2022年 4月 1日から 2023年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 予 算 額 備 考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財　 産　 運　 用　 益 2,000
基 本 財 産 受 取 利 息 (1,000)
特 定 資 産 受 取 利 息 (1,000)

② 受 　 取 　 会 　 費 113,580,000
正 会 員 会 費 (6,030,000)
準 会 員 会 費 (107,550,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 320,000
受 取 利 息 (20,000)
雑 収 益 (300,000)

経 常 収 益 計 113,902,000
(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 8,860,000
退職給付引当金繰入額 46,000
福 利 厚 生 費 1,550,000
会 議 費 1,664,000
旅 費 交 通 費 7,272,000
通 信 運 搬 費 44,840,000
消 耗 品 費 9,297,000
印 刷 製 本 費 10,820,000
慶 弔 交 際 費 2,200,000
賃 借 料 250,000
諸 謝 金 484,000
支 払 負 担 金 6,300,000
支 払 助 成 金 13,430,000
支 払 寄 付 金 8,000,000
給 付 奨 学 金 4,000,000
委 託 費 4,550,000
雑 費 200,000
事 業 費 計 123,763,000

② 管 　 　 理 　 　 費
給 料 手 当 8,860,000
臨 時 雇 用 賃 金 360,000
退職給付引当金繰入額 46,000
福 利 厚 生 費 1,550,000
会 議 費 2,660,000
旅 費 交 通 費 4,700,000
通 信 運 搬 費 870,000
減 価 償 却 費 44,000
消 耗 什 器 備 品 費 2,000,000
消 耗 品 費 660,000
印 刷 製 本 費 1,000,000
慶 弔 交 際 費 1,700,000
賃 借 料 250,000
保 険 料 420,000
支 払 寄 付 金 1,500,000
委 託 費 975,000
雑 費 400,000
管 理 費 計 27,995,000

経 常 費 用 計 151,758,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 37,856,000

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計
(2) 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額 0
当期一般正味財産増減額 △ 37,856,000
一般正味財産期首残高 315,639,806
一般正味財産期末残高 277,783,806

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受　 取　 寄　 付　 金
受 取 寄 付 金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 277,783,806
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神神奈奈川川⼤⼤学学 オオリリジジナナルル横横濱濱ススカカーーフフ
神神奈奈川川⼤⼤学学にに出出向向((※※))ののJJAALL客客室室乗乗務務員員ががデデザザイインン協協⼒⼒

センシティブモイスチュアクリーム
モイスチュアジェル(美容ジェル)
モイスチュアローション(化粧⽔)
モイスチュアUVジェル (⽇焼け⽌め)
（お買い上げ5,000円以上で送料無料）

PPRROOUUDDBBLLUUEE ココススメメテティィッッククシシリリーーズズ
神神奈奈川川⼤⼤学学のの研研究究かからら誕誕⽣⽣

2,500円
2,500円
2,000円
1,300円

枚数限定 シルク100%
千⿃巻き・⼿捺染
JAL客室乗務員のメッセージカード同封
送料無料 10,000 円

このオンラインショップは、学校法⼈神奈川⼤学が100%
出資する事業会社 (株)KUパートナーズが運営しています

hhttttppss::////ssttoorree..sshhooppppiinngg..yyaahhoooo..ccoo..jjpp//kkuu--ppaarrttnneerrss//

ごご注注⽂⽂ははQQRRココーードドままたたはは
UURRLLかかららおお願願いいししまますす
（YYaahhoooo！！ショッピング）

イメージ

※スカーフ作成時
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新型コロナ　キャンパスライフ
　2019（令和元）年 4月、政府が新型コロナ感染症の緊急事態宣言を発出して
以降、授業やキャンパスの情景は大きな変化を遂げてきました。その時々の様子は、
神大ホームページや宮陵会報を通してご存じのことと思いますが、今年度のキャン
パスの様子を写真とともに報告します。

神大保健管理センター保健管理事務室長
宮陵会広報委員　大塚　順子

1984（昭和59）年 経済学部経済学科卒業　

と

みなとみらいキャンパス授業(ゼミ)風景
◎2022（令和４）年3月撮影

学食での賑わい（横浜キャンパス）
◎2022（令和４）年6月24日撮影

白楽駅に向かう学生たち
◎2022（令和４）年6月20日撮影

　学内集団感染防止のため、1㍍間隔での着席や不織布マスク
の着用、私語を慎むなど、感染対策を徹底しながら対面授業を
実施しています。加えて、体調不良時は入構できませんが、そん
な時は担当教員に連絡し、キャンパス内で行っている対面授業を、
自宅から受講できるハイフレックス授業が進められています。

　お昼休みの学食での写真です。お弁当中心の販売でしたが、今
年度より、以前のように好きな物をチョイスするアラカルトが復活し
ました。着席すると目の前に「個食」「黙食」の注意喚起ポスター
が目に飛び込んできます。早く、会話しながら食べられるようになっ
てほしいものです。

　大学での授業（4時限）が終了し、白楽駅に向かう学生
たちの様子です。多くの学生が不織布マスクをしています。
が、どう見ても対人距離が1㍍は無いように思われます。
「神大ルールを守ってください」と言いたくなります。これ
が青春なのでしょうか。

み
ん
な
知
っ
て
い
る
よ
ね
!!

 

　「
神
大
ル
ー
ル
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
で
新
た
に
生
ま
れ
た
「
神
大
ル
ー
ル
」
で
す
。
こ
れ
は
学
生
・

教
職
員
全
員
が
守
る
ル
ー
ル
と
し
て
大
学
が
定
め
て
い
ま
す
。
変
異
株
な
ど
変
化
が
激

し
い
中
、
最
新
情
報
を
も
と
に
学
校
医
・
産
業
医
に
よ
る
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
対
面

授
業
の
冒
頭
に
、
教
員
が
感
染
対
策
を
読
み
上
げ
て
開
始
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
、

学
内
集
団
感
染
が
起
き
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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こ
れ
ま
で
に『
宮
陵
会
報
』や『
宮
陵
』で
、43
地
域
組
織
の
魅
力
や
話
題
な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。本
号
で
は
、愛
媛
県
、

福
井
県
、埼
玉
県
の
３
宮
陵
会
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
組
織
の
魅
力
紹
介

地
域
組
織
の
魅
力
紹
介

内
子
東
自
治
セ
ン
タ
ー
に

内
子
東
自
治
セ
ン
タ
ー
に

米
田
吉
盛
先
生
の
銅
像

米
田
吉
盛
先
生
の
銅
像

愛
媛
県
宮
陵
会
　
八
木
　
健
治（
72
歳
）

　
愛
媛
県
は
、
わ
が
神
奈
川
大
学
の
創
立

者
・
米
田
吉
盛
先
生
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
愛
媛
県
宮
陵
会
の
一
番
の
自
慢

で
す
。
地
元
で
あ
る
大
洲
市
や
内
子
町
で

は
、
か
つ
て
米
田
先
生
を
慕
っ
て
、
多
く

の
若
者
が
上
京
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

私
も
五
年
ほ
ど
前
に
、
米
田
先
生
の
出
生

地
を
地
元
の
大
洲
八
西
地
区
会
メ
ン
バ
ー

と
訪
れ
ま
し
た
。
人
里
離
れ
た
山
奥
で
今

は
何
も
な
く
、
そ
の
風
景
か
ら
米
田
先
生

は
極
貧
の
中
で
育
っ
た
の
だ
な
、
と
い
う
思

い
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
若
き
米
田

青
年
は
ど
の
よ
う
な
志
を
持
っ
て
世
界
に

飛
び
立
っ
て
い
っ
た
の
か
と
考
え
る
と
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
に
は
米
田
先
生

の
業
績
を
顕
彰
し
、
町
と
大
学
が
連
携
し

て
先
生
の
銅
像
を
内
子
町
の
内
子
東
自
治

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
田
先
生
の
生
誕
地
の
地
域
で
は
、
毎
年
、

定
期
的
に
米
田
先
生
を
偲
ぶ
地
域
行
事
を

開
い
て
い
ま
す
。
更
に
2
0
1
4
（
平
成

26
）
年
に
は
、
愛
媛
県
と
神
奈
川
大
学
が

学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

「
学
生
U
・
I
タ
ー
ン
就
職
促
進
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
、
地
元
愛
媛
県
へ
の

就
職
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
内

子
町
で
は
今
で
も
米
田
先
生
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
が
行
わ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
に
は

地
元
宮
陵
会
の
、
大
洲
・
八
西
地
区
会
の

メ
ン
バ
ー
も
全
面
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
各
地
区
会
の
話
題
は
、
ま
ず

宇
和
島
地
区
会
で
す
。
2
0
2
1
（
令
和

３
）
年
2
月
、
宇
和
島
東
高
校
出
身
の
鈴

木
健
吾
選
手
が
マ
ラ
ソ
ン
日
本
新
記
録
を

達
成
し
、
鈴
木
選
手
を
大
学
時
代
か
ら
応

援
し
て
い
た
地
区
会
の
メ
ン
バ
ー
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
洲
・

八
西
地
区
会
で
は
「
よ
こ
は
ま
み
な
と
み

ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
開
設
し
た
の
を
機
に
、

安
い
パ
ッ
ク
で
行
け
る
見
学
ツ
ア
ー
を
企

画
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
れ
ば
行
く
予
定
で
す
。

そ
し
て
西
条
地
区
会
で
は
、
も
う
15
年
ほ

ど
前
か
ら
、
毎
年
、
名
物
の
芋
煮
会
（
西

条
い
も
た
き
）
を
加
茂
川
の
河
川
敷
で
行

い
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

や
ぎ
・
け
ん
じ

◎
会
長　

1
9
7
5（
昭
和
50
）年

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

北
陸
新
幹
線
開
業
を 

　
　
　
　
　
　  

見
据
え
る
街

福
井
県
宮
陵
会
　
武
田
　
幸
夫（
69
歳
）

　
福
井
は
い
ま
、
再
来
年
（
2
0
2
4
年

3
月
）
の
「
金
沢
～
敦
賀
」
間
の
北
陸
新

幹
線
の
開
業
を
見
据
え
、
街
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
福
井
駅
の

西
口
は
、
ど
こ
を
見
て
も
大
規
模
な
工
事

現
場
が
目
に
つ
き
ま
す
。
最
高
層
ビ
ル
の

ホ
テ
ル
棟
（
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
）
や
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
商
業

施
設
棟
な
ど
地
方
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
再

開
発
事
業
で
す
。
新
幹
線
は
国
策
事
業
と

し
て
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
が
、
開
通
す

る
こ
と
で
流
動
人
口
を
ど
れ
だ
け
増
や

し
、
地
域
を
活
性
化
す
る
の
か
、
そ
れ
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
こ
れ
は

福
井
の
み
な
ら
ず
、
全
国
ど
こ
に
で
も
あ

る
こ
と
の
よ
う
で
す
が
…
）

　
福
井
と
い
え
ば
、
東
尋
坊
や
永
平
寺
、

朝
倉
氏
遺
跡
、
近
年
で
は
県
立
恐
竜
博
物

館
（
勝
山
市
）
な
ど
が
有
名
で
す
。
敦
賀

近
郊
で
は
、
若
狭
三
方
五
湖
を
一
望
で
き
る

西条地区会が毎年開催する親睦「西条いもたき」（加茂川河川敷）

2024年の北陸新幹線開業を見据える福井駅

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
」
や
国
内
で
も
珍
し

い
「
年
稿
博
物
館
」
も
県
外
の
方
に
は
ぜ

ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
た
だ
こ
こ
で
若
干
危
惧
す
る
の
は
、
県

民
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
す
。
福
井

県
は
元
々
が
、
農
業
や
工
業
（
繊
維
・
メ

ガ
ネ
等
）
の
県
で
あ
り
、
外
か
ら
訪
れ
た

方
を
お
も
て
な
し
す
る
の
が
あ
ま
り
上
手

い
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
、
個
人
的
に
は

思
い
ま
す
。
地
域
や
各
機
関
を
通
し
て
、

講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

で
県
民
が
一
丸
と
な
り
、
2
0
2
4
（
令

和
６
）
年
3
月
の
開
通
時
に
備
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

＊「
年
稿
博
物
館
」
特
徴
的
な
縞
模
様
の
地
層「
年
稿

　
（
ね
ん
こ
う
）」
を
テ
ー
マ
に
し
た
世
界
初
の
博
物
館
。

た
け
だ
・
ゆ
き
お

◎
会
長　

1
9
7
5（
昭
和
50
）年

経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業
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川
各
県
か
ら
の
来
訪
で
あ
っ
た
。

　
四
人
は
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
卒

の
、
団
塊
の
世
代
。
か
つ
て
ギ
タ
ー
部
に

あ
っ
て
有
志
「
バ
ッ
ハ
研
究
会
」
を
結
成
、

卒
業
後
は
帰
省
で
散
り
ぢ
り
に
な
っ
た
も

の
の
、
バ
ッ
ハ
音
楽
を
愛
す
る
交
友
は
半

世
紀
を
経
た
現
在
も
続
き
、
最
近
は
機
関

誌
ま
で
復
刊
し
た
。
話
を
伝
え
聞
い
た
石

田
さ
ん
が
そ
の
意
気
軒
高
ぶ
り
に
感
じ
入

り
、
近
在
の
代
表
に
声
掛
け
し
て
全
員
の

出
演
が
実
現
し
た
と
い
う
。

　
ゲ
ス
ト
四
人
の
卒
業
後
の
人
生
行
路
も

さ
ま
ざ
ま
。
一
級
建
築
士
、
高
校
の
校
長
、

保
険
会
社
の
社
長
、
専
門
技
術
職
と
い
っ

遠
く
県
外
か
ら
も

　
な
に
し
ろ
地
域
組
織
・
埼
玉
県
宮
陵
会

の
名
を
そ
の
ま
ま
番
組
名
に
し
て
い
る
。

「
そ
う
な
ん
で
す
。
あ
え
て
、
ど
真
ん
中
、

直
球
勝
負
に
出
ま
し
た
」
と
同
会
の
石
田

博
英
事
務
局
長
＝
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）

年
経
済
学
部
卒
、
七
十
二
歳
。
受
け
答

え
も
自
信
た
っ
ぷ
り
で
あ
る
。

　
埼
玉
県
の
中
ほ
ど
、
鴻
巣
市
に
あ
る

ロ
ー
カ
ル
Ｆ
Ｍ
局
「
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
」

で
毎
月
第
四
月
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
オ

ン
エ
ア
。
石
田
さ
ん
と
Ｍ
Ｃ
の
伊
藤
恵
さ

ん
、
そ
れ
に
月
替
わ
り
の
ゲ
ス
ト
を
加
え

た
ト
ー
ク
番
組
で
あ
る
。
と
き
に
九
十
分

に
も
及
ぶ
が
、
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
卒
業
後
の
活
躍
の
話
題
が
尽
き
な
い
。

　
今
年
三
月
の
放
送
で
は
、
初
め
て
県
外

か
ら
ゲ
ス
ト
を
迎
え
た
。
そ
れ
ま
で
は
市

民
グ
ル
ー
プ
代
表
な
ど
近
在
の
卒
業
生
を

招
い
て
き
た
が
、
そ
の
日
は
ギ
タ
ー
部
の

仲
間
だ
っ
た
と
い
う
四
人
が
ス
タ
ジ
オ
入

り
。
う
ち
三
人
が
鳥
取
、
岡
山
、
神
奈

ラ
ジ
オ
で
交
流
広
げ
よ
う

Ｏ
Ｂ
の
ゲ
ス
ト
出
演
次
　々
　

埼
玉
県
宮
陵
会
が
番
組
運
営

〽
見
よ
や
神
大
わ
れ
ら
が
母
校
―
。

Ｆ
Ｍ
放
送
か
ら
突
如
、応
援
歌「
久
遠
の覇
者
」が
流
れ
る
。

そ
し
て
女
性
の司
会
者（
Ｍ
Ｃ
）が
高
ら
か
に「
神
奈
川
大
学
埼
玉
県
宮
陵
会
～
」と
番
組
名
を
告
げ
る
。何
事
か
と
耳
を
傾
け
て
し
ま
う
。

な
ん
と
大
学
Ｏ
Ｂ
会
の地
域
組
織
が
独
自
のラ
ジ
オ
番
組
を
運
営
し
て
いる
。ゲ
ス
ト
と
し
て
卒
業
生
の出
演
が
相
次
いで
いる
。

そ
ん
な
う
わ
さ
を
聞
き
つけ
て
放
送
ス
タ
ジ
オ
を
訪
ね
た
。そ
こ
に
は
神
大
出
身
者
の若
々
し
い息
吹
が
あ
った
。（
編
集
部
）

た
顔
ぶ
れ
が
石
田
さ
ん
を
囲
ん
だ
。

　
生
放
送
は
Ｍ
Ｃ
伊
藤
さ
ん
の
手
綱
さ
ば

き
も
あ
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
。
学
生
時
代

の
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
。

　
「
あ
の
こ
ろ
は
学
園
紛
争
が
盛
ん
で
、

ろ
く
に
講
義
も
な
か
っ
た
な
あ
」

　
「
オ
レ
、
学
生
運
動
や
っ
て
、
産
学
協

同
路
線
粉
砕
～
っ
て
叫
ん
で
い
た
」

　
「
よ
く
卒
業
で
き
た
も
ん
だ
」
「
そ
れ

が
の
ち
に
社
長
だ
も
の
ね
え
」

　
昔
は
楽
譜
一
枚
容
易
に
手
に
入
ら
ず
、

手
書
き
で
写
し
た
。
先
輩
の
写
譜
ミ
ス
が

後
輩
に
も
受
け
継
が
れ
た
。
依
頼
し
た
レ

コ
ー
ド
業
者
に
夜
逃
げ
さ
れ
て
定
期
演
奏

会
の
大
切
な
音
源
が
失
わ
れ
た
―
そ
ん
な

昔
語
り
が
続
き
、
最
後
は
逍
遥
歌
「
宮
面

ケ
丘
寮
歌
」
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
。
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
と
な
っ
た
。

鴻
巣
に
多
い
Ｏ
Ｂ

　
埼
玉
県
宮
陵
会
の
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

番
組
放
送
が
始
ま
っ
た
の
は
二
年
前
の
二

〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
九
月
。
き
っ
か
け

埼玉県宮陵会の面 （々総会時の集合写真、2019年5月26日）

石
田
さ
ん
と
コ
ン
ビ
を
組
む
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
Ｍ
Ｃ
の

伊
藤
恵
さ
ん
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◇神奈川大学埼玉県宮陵会
２０１７（平成２９）年３月設立、
海老澤栄一会長、会員約４００人。
番組への問い合わせは同会事務局

〒３６５-００５１埼玉県鴻巣市宮前２６-１０
石田博英（いしだ・はくえい）事務局長へ。
TEL.０９０-９８５９-５９９３

（hakuei-ishida@eos.ocn.ne.jp）

は
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

　
た
ま
た
ま
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
の
歴
史
番

組
で
同
席
し
た
伊
藤
さ
ん
と
石
田
さ
ん
ら

が
「
鴻
巣
に
は
神
大
出
身
者
が
多
い
」

と
い
う
風
説
で
盛
り
上
が
っ
た
。
同
窓
の

つ
な
が
り
は
き
っ
と
楽
し
い
。
そ
の
ノ
リ

で
伊
藤
さ
ん
が
「
番
組
に
な
る
か
も
」

と
持
ち
掛
け
、
石
田
さ
ん
も
母
校
Ｐ
Ｒ
の

好
機
と
ば
か
り
話
に
飛
び
つ
い
た
。

　
石
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
鴻
巣
市
内
の
神

大
出
身
者
は
「
分
か
る
だ
け
で
八
十
人

余
」
。
町
の
規
模
、
人
口
比
で
は
目
立
つ

数
字
と
か
。
な
ぜ
埼
玉
の
一
地
方
都
市
・

鴻
巣
に
多
い
の
か
。
謎
め
い
て
い
る
。

　
「
近
場
の
都
内
の
大
学
で
は
な
く
、
わ

ざ
わ
ざ
東
京
を
越
え
た
、
そ
の
先
の
神
奈

川
大
学
を
選
ん
だ
。
そ
う
し
た
例
が
こ
こ

で
は
相
当
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
ど
う
し
て

だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
謎
は
番
組
の
中
で
も
推
理
し
、
解
き
ほ

ぐ
し
て
き
た
。
結
論
は
こ
う
だ
。

　
鴻
巣
は
か
つ
て
中
山
道
の
宿
場
。
古
く

か
ら
商
家
の
町
で
も
あ
る
。
か
わ
い
い
跡

取
り
息
子
に
独
り
立
ち
の
修
行
を
さ
せ
る

に
は
、
日
帰
り
で
き
る
都
内
の
大
学
は
近

す
ぎ
て
不
向
き
。
と
い
っ
て
、
あ
ま
り
遠

く
て
も
心
配
。
そ
ん
な
店
主
の
親
心
が
ひ

そ
ん
で
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
石
田
さ
ん
自
身
は
店
の
跡
取
り
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
卒
業
後
、
内
装
関
係
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

店
舗
経
営
者
と
付
き
合
い
も
あ
っ
た
。「
他

人
の
飯
を
食
う
に
は
横
浜
が
ほ
ど
よ
い
距

離
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
」

　そ
ん
な
に
神
大
卒
業
生
が
多
い
の
な
ら
、

ラ
ジ
オ
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
物

語
を
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
。
そ
れ
を
一
般

リ
ス
ナ
ー
に
も
届
け
よ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で

消
沈
し
が
ち
な
時
世
、
市
井
の
語
り
が
元

気
を
く
れ
る
。
そ
ん
な
ロ
ー
カ
ル
番
組
が

あ
っ
て
い
い
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
か
ら
石
田
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
の

タ
ッ
グ
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

地
域
か
ら
全
国
へ

　
「
今
年
は
音
楽
路
線
」
と
い
う
。
そ
の

も
く
ろ
み
通
り
、
ギ
タ
ー
部
の
四
人
に
続

い
て
四
月
の
番
組
に
は
男
声
合
唱
団
「
フ

ロ
イ
デ
コ
ー
ル
」
の
Ｏ
Ｂ
二
人
が
登
場
し

た
。
彼
ら
も
団
塊
に
続
く
世
代
の
卒
業
生

で
、
大
学
時
代
は
サ
ー
ク
ル
の
部
長
や
学

生
指
揮
者
を
務
め
た
と
い
う
。

　
現
役
サ
ー
ク
ル
は
既
に
廃
部
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
「
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
を
名
乗

る
Ｏ
Ｂ
組
織
は
健
在
。
先
年
、
全
国
か
ら

数
十
人
が
横
浜
に
集
ま
り
、
ぶ
っ
つ
け
本

番
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。
二
人
は
そ

の
企
画
の
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　
最
近
は
校
歌
も
応
援
歌
も
歌
え
な
い
神

大
生
が
い
る
。
そ
う
し
た
風
潮
に
出
演
の

二
人
は
「
私
た
ち
が
卒
業
生
と
し
て
な

ん
と
か
し
な
く
て
は
」
と
声
を
そ
ろ
え

た
。
ラ
ジ
オ
出
演
を
契
機
に
、
そ
の
思
い

が
全
国
Ｏ
Ｂ
の
共
感
と
な
っ
て
広
が
り
、

校
歌
・
応
援
歌
へ
の
親
愛
を
呼
び
覚
ま
す

な
ら
ば
。
そ
し
て
現
役
サ
ー
ク
ル
の
復
活

に
も
…
。
そ
ん
な
夢
を
語
り
合
っ
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
は
鴻
巣
市
周
辺
が
放

送
地
域
だ
が
、
専
用
の
ア
プ
リ
（
別
掲
）

を
使
え
ば
全
国
ど
こ
で
も
聴
く
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
か
ら
の
番
組
予
定
や
意
気
込

み
に
つ
い
て
石
田
さ
ん
は
話
す
。

　
「
ラ
ジ
オ
放
送
に
合
う
の
で
、
当
面
は

音
楽
サ
ー
ク
ル
の
卒
業
生
を
招
き
た
い
。

埼
玉
県
内
に
限
ら
ず
、
多
く
の
卒
業
生
に

遊
び
に
き
て
ほ
し
い
。
電
話
で
の
出
演
も

可
能
。
ゆ
く
ゆ
く
は
全
国
の
Ｏ
Ｂ
に
発
信

で
き
る
番
組
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

　
Ｆ
Ｍ
電
波
が
い
ざ
な
う
交
差
点
。
ロ
ー

カ
ル
で
あ
っ
て
も
、
に
ぎ
や
か
な
行
き
交

い
の
十
字
路
に
。
石
田
さ
ん
ら
埼
玉
県
宮

陵
会
の
番
組
の
夢
も
膨
ら
ん
で
い
る
。

◇フラワーラジオ
１９９８（平成１０）年４月開局。
株式会社フラワーコミュニティ放送。
愛称「フラワーラジオ」。周波数はＦＭ７６・７ＭＨｚ。
放送区域外でもパソコンやスマホで聴ける。
無料アプリListen Radio（「リスラジ」で検索）を利用、

「全国のラジオ局」から選局する。
ギターサークルＯＢのゲスト４人を迎えての放送。向こう側、真ん中が石田さん、
手前後ろ向きはMC伊藤さん＝フラワーラジオのスタジオ

番
組
を
運
営
す
る
石
田
博
英
事
務
局
長

フ
ラ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
の
入
る
ビ
ル
＝
埼
玉
県
鴻
巣
市
東
１
丁
目
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活躍する卒業生

「
ハ
マ
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
利
用
者
協
議
会
会
長　

嶋
田　

晃（
74
歳
）

人
生
の
総
合
大
学
・
神
大

しまだ・あきら
1948（昭和 23）年７月生まれ、
神奈川県出身。72（昭和 47）
年第二経済学部経済学科卒。
同年神奈川ダイハツ販売（株）
入社、90（平成２）年９月退社。
91（平成３）年４月横須賀市
議会議員初当選。02（平成14）
年２月横須賀市市政功労者、
07（平成19）年５月横須賀市議
会副議長就任、08（平成 20）
年５月退任、11年（平成 23年）
横須賀市議会議員勇退。12

（平成 24）年 10月 NPO法人
やすらぎ理事長就任、現職。

　
私
は
、
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
、

ま
た
、
生
き
て
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

原
稿
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、
74
歳
に
な
る
人

生
を
振
り
返
る
と
、
特
に
神
奈
川
大
学
で

の
４
年
間
の
学
生
時
代
に
出
会
っ
た
多
く
の

友
人
、
先
輩
と
の
絆
が
、
私
の
人
生
に
お

い
て
あ
ま
り
に
も
大
き
な
財
産
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
在
学
中
は
学
生
運
動
全
盛
期
で
、
大
学

の
正
門
前
は
講
堂
の
長
机
が
山
の
よ
う
に

積
ま
れ
、
有
機
鉄
線
が
ま
か
れ
、
大
学
構

内
に
入
る
こ
と
が
出
来
ず
、
「
休
講
」
の

貼
り
紙
。
横
浜
駅
西
口
の
喫
茶
店
で
、
友

人
と
夢
を
語
り
合
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
思

い
出
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
将
来
が
み

え
ぬ
ま
ま
、
大
学
で
受
け
た
講
義
、
友
人

と
の
交
流
な
ど
、
社
会
の
中
で
な
ん
の
役

に
立
つ
の
だ
ろ
う
か
と
、
悶
々
と
し
た
青

春
時
代
を
過
ご
し
た
が
、
学
内
で
出
会
っ

た
上
場
企
業
の
レ
ッ
ク
（
株
）
現
会
長
を
は

じ
め
、
今
で
も
交
際
を
続
け
友
情
を
深
め

て
い
る
同
窓
生
、
人
生
の
伴
侶
と
な
る
妻

と
の
出
会
い
も
神
奈
川
大
学
で
あ
っ
た
。

　
ゼ
ミ
で
は
、
大
野
信
三
先
生
か
ら
社
会

経
済
学
の
講
義
を
主
体
に
、
株
価
の
動
向

や
物
流
、
道
路
運
送
法
な
ど
を
研
究
し
た

記
憶
が
、
薄
っ
す
ら
と
残
っ
て
い
る
。
当

時
は
真
剣
に
勉
強
し
な
い
不
真
面
目
な
学

生
だ
っ
た
が
、
道
路
運
送
法
の
講
義
が
、

の
ち
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
運
行

す
る
と
き
に
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
卒
業
後
は
自
動
車
販
売
会
社
で
20
年
間

中
古
車
部
に
籍
を
置
い
た
が
、
先
輩
か
ら

の
勧
め
で
、
1
9
9
1
（
平
成
３
）
年
４
月

に
横
須
賀
市
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
、

５
期
20
年
市
議
会
議
員
と
し
て
活
動
さ
せ

て
頂
い
た
。
現
職
時
代
お
年
寄
り
な
ど
か

ら
、
高
台
の
住
宅
地
に
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
調
査
や
視
察
、

検
討
を
し
て
き
た
が
力
及
ば
ず
、
導
入
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
元
町
内

会
や
企
業
と
協
力
し
、
N
P
O
法
人

「
ふ
ぉ
ー
ら
む
」
を
立
ち
上
げ
、
2
0
1
2

（
平
成
24
）
年
２
月
、
「
ハ
マ
ち
ゃ
ん
バ
ス
」

の
運
行
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
後
７
年
間
で
延
べ
17
万
人
に
利
用
さ
れ
、

地
域
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ

た
。
３
年
前
に
横
須
賀
市
で
初
の
地
域
公

共
交
通
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
引
き

継
が
れ
て
運
行
さ
れ
て
お
り
、
私
は
「
ハ

マ
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
利
用
者
協
議
会
会
長
と
し

て
運
行
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス
の
利

用
客
か
ら
「
こ
の

地
域
に
喫
茶
店
が

あ
れ
ば
い
い
の
に

ね
」
と
の
要
望
が

あ
り
、
そ
こ
で
一
念

発

起
。
2
0
1
9

（
令
和
元
）
年
４
月

に
バ
ス
の
駐
車
場
跡

地
に
「
サ
ロ
ン
ハ
マ

ち
ゃ
ん
」
を
開
店

し
ま
し
た
。
三
浦

半
島
宮
陵
会
の
役

員
会
で
も
利
用
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
や
サ
ロ
ン
を
通
し

て
、
地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、

神
奈
川
大
学
は
知
識
を
深
め
人
間
性
を
磨

く
総
合
大
学
で
あ
っ
た
。
中
学
生
時
代
の

恩
師
が
卒
業
式
で
贈
っ
て
く
れ
た
「
人
は

環
境
を
創
り
、そ
し
て
環
境
が
人
を
創
る
」

と
の
言
葉
を
、
こ
れ
か
ら
も
生
涯
の
指
針

と
し
て
い
き
た
い
。

　
人
生
す
べ
て
手
探
り
で
歩
ん
で
き
た
道

だ
が
、
今
日
ま
で
周
囲
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
進
ん
で
来
た
こ
と
に
感
謝

し
つ
つ
充
実
の
人
生
を
送
っ
て

い
き
た
い
。

「ハマちゃんバス」運行協定書調印式（前列右から2人目筆者）

調
印
式
で
謝
辞
を
述
べ
る
筆
者

令
和
元
年
開
設
の「
サ
ロ
ン
ハ
マ
ち
ゃ
ん
」
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活躍する卒業生

「
ハ
マ
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
利
用
者
協
議
会
会
長　

日
芳
佳
奈
子（
58
歳
）

い
く
つ
に
な
っ
て
も
新
し
い
挑
戦
を

ひよし・かなこ
福井県福井市 地域おこし協
力隊 1963（昭和38）10月福井
県生まれ。58歳。1986年外
国語学部英語英文学科卒業。
Merrill Lynch Japan Inc.、ジュ
ピター出版（株）、農業生産法
人設立運営を経て、兵庫県立
淡路景観園芸学校、兵庫県
立大学大学院緑環境景観マ
ネジメント研究科で学び、現
在福井県に Uターン移住、地
域おこし協力隊として活動中。
園芸療法をベースにしたサス
テナブル・キッチンガーデン普
及活動や、農福連携による耕
作放棄地解消など地域課題と
農業の可能性に注目している。

　
私
は
昭
和
57
年
に
外
国
語
学
部
英
語
英

文
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
外
国
へ
の
あ

こ
が
れ
と
ア
メ
リ
カ
英
語
の
音
と
リ
ズ
ム
に

魅
了
さ
れ
、
英
語
の
テ
ー
プ
が
擦
り
切
れ

る
ほ
ど
聞
き
な
が
ら
音
読
を
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
卒
業
後
、
縁
あ
っ

て
外
資
系
の
メ
リ
ル
リ
ン
チ
ジ
ャ
パ
ン
と
い

う
ア
メ
リ
カ
の
証
券
会
社
に
就
職
し
ま
し

た
。
入
社
1
年
目
に
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
が

あ
り
そ
の
後
す
ぐ
に
日
本
は
バ
ブ
ル
景
気

を
迎
え
ま
し
た
。
話
せ
な
か
っ
た
英
語
は

日
常
業
務
で
鍛
え
ら
れ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

職
か
ら
営
業
職
へ
の
昇
進
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら

い
8
時
間
に
も
及
ぶ
米
国
証
券
外
務
員
試

験
を
受
験
し
総
合
職
と
な
り
ま
し
た
。
外

資
系
な
ら
で
は
の
男
女
関
係
な
い
働
き
か

た
や
フ
ェ
ア
精
神
な
ど
仕
事
の
基
礎
は
こ
こ

で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
身
体
を
壊
し
た
こ
と
で
食
の

大
切
さ
を
実
感
、
自
然
農
で
野
菜
づ
く
り

を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
農
業
の

後
継
者
不
足
と
言
わ
れ
な
が
ら
仕
事
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
実
際
に
費
用
を
計
算
す
る
と
大
赤
字
。

い
い
も
の
を
作
っ
て
い
る
の
に
経
営
が
成
り

立
た
な
い
理
不
尽
さ
を
感
じ
な
が
ら
そ
の

頃
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
を
使
っ
て
発

信
、
道
の
駅
や
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
販
売
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
農
業
は
人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
天
候
リ
ス
ク
や
不
良
品
の
多
さ

な
ど
、
金
融
商
品
で
言
え
ば
か
な
り
リ
ス

ク
の
高
い
部
類
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
リ
ス
ク
を
生
産
者
が
取
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
、
ど

う
せ
リ
ス
ク
を
取
っ
て
い
る
な
ら
経
営
リ
ス

ク
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
と
経
済
的
な
自
立

が
で
き
る
よ
う
に
自
社
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
や
加
工
品
、
農
カ
フ
ェ
、
E
Ｃ
サ
イ
ト
、

農
業
法
人
の
立
ち
上
げ
、
海
外
輸
出
な
ど

農
業
で
収
益
が
取
れ
そ
う
だ
と
思
う
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
家
が
農
家
で
は
な
い
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
農
業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
と
な
っ
た
植
物
や
農
作
業
の
ち
か
ら
。

植
物
を
通
し
て
心
身
の
機
能
の
回
復
や
生

活
の
質
の
向
上
を
図
る
園
芸
療
法
の
勉
強

を
兵
庫
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校
で
、
そ

の
後
、
植
物
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ

ン
を
隣
接
す
る
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
緑

環
境
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
学
ぶ

機
会
を
も
ら
い
、
50
代
後
半
で
の
新
た
な

挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
春
無

事
卒
業
、
高
齢
に
な
っ
た
母
と
一
緒
に
住

む
こ
と
を
考
え
実
家
の
あ
る
福
井
に
高
校

卒
業
以
来
40
年
ぶ
り
に
U
タ
ー
ン
移
住
し

ま
し
た
。

　
好
奇
心
を
失
な
わ
ず
身
体
と
心
が
元
気

で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
新
し
い
挑
戦
は
で
き
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
び
な
が
ら
、
現

在
は
福
井
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
園
芸
療
法
士
と
し
て
の
活
動
も

行
い
な
が
ら
、
大
学
院
で
も
研
究
を
行
っ

て
き
た
生
活
に
身
近
な
緑
の
効
用
の
あ
る

循
環
型
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
普
及
活
動
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
行
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
球
上
の
生
き
も
の
と
し

て
本
来
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
や
情
報
量
を
毎

日
こ
な
し
て
い
る
私
た
ち
は
い
つ
も
ス
ト
レ

ス
に
さ
ら
さ
れ
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
疾
病

の
原
因
と
も
な
り
得
ま
す
。

　
自
然
や
植
物
た
ち
は
私
た
ち
人
間
に
い

ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
慌
た

だ
し
い
日
常
に
疲
れ
た
ら
『
小
さ
な
い
の

ち
達
』
が
見
せ
て
く
れ
る
静
か
で
力
強
い

世
界
を
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
る
と
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
植
物
や
自
然
は
私
た
ち
人

間
が
見
失
っ
た
生
き
も
の
本
来
の
「
生
き

る
ち
か
ら
」
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

メリルリンチ時代の筆者（左端）

サステナブルキッチンガーデンの作庭
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活躍する卒業生

株
式
会
社
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ウ
エ
ル
ネ
ス　

事
業
本
部
課
長
兼
管
理
課
長  

品
田　

文
子（
61
歳
）

神
大
ゼ
ミ
と
サ
ー
ク
ル
仲
間
達
に
支
え
ら
れ
て

しなだ・ふみこ
1960年鳥取県生まれ。61歳。
1983年神奈川大学経済学部
経済学科卒業。鈴木芳徳ゼ
ミ。同年、日興証券入社、そ
の後JTBへ転職。結婚を機に、
千葉へ転居。出産後も仕事
を継続。2005年、母の介護
を機に医療介護業界へ転職。
大手介護会社で現場管理職、
本社研修を担当。2018年、
ZENウェルネス入社。施設長、
SVを経て現職。「介護が必要
になっても、その人らしい暮ら
しを大事に」家族は、夫、2
人の息子、猫。

　
鳥
取
か
ら
出
て
来
た
私
は
、
神
大
で
出

会
っ
た
友
人
は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。
当
時

は
女
子
学
生
が
ま
だ
少
な
く
、
経
済
学
科

で
は
ク
ラ
ス
で
３
分
の
１
く
ら
い
し
か
い
な

か
っ
た
と
思
う
。
女
子
で
も
、
仕
送
り
無

し
の
バ
イ
ト
で
自
立
し
て
い
る
人
、
仕
送

り
前
に
パ
チ
ン
コ
で
稼
ぐ
人
、
大
酒
飲
み
の

友
人
。
こ
れ
ま
で
自
分
の
周
囲
に
は
絶
対

に
い
な
か
っ
た
人
た
ち
と
出
会
っ
た
。
世
の

中
は
広
い
な
と
も
感
じ
た
。

　
入
学
し
て
軽
ス
ポ
ー
ツ
会
に
入
会
。
講

義
に
合
間
が
で
る
と
、
体
育
館
に
行
き
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
学
食

の
一
角
を
定
位
置
に
し
た
先
輩
た
ち
が
い

て
、
単
位
の
取
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
、

教
科
書
の
お
下
が
り
ま
で
頂
き
、
は
た
ま

た
、
試
験
の
模
範
解
答
ま
で
教
え
て
頂
い

た
。
お
陰
で
、
３
年
で
ゼ
ミ
以
外
の
単
位

は
全
て
取
得
。
3
年
か
ら
は
金
融
の
鈴
木

ゼ
ミ
に
入
っ
た
。
故
鈴
木
芳
徳
先
生
に
は

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
。
中

で
も
記
憶
に
残
る
言
葉
は
「
ど
ん
な
時
に

も
そ
の
ま
ま
の
自
分
で
い
い
よ
、
と
言
っ
て

く
れ
る
友
人
を
大
事
に
し
な
さ
い
」
と
、

人
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え

て
頂
い
た
。
卒
業
後
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
合
わ
せ
2
年
に
一
度
、
鈴
木
ゼ
ミ

生
の
集
う
芳
友
会
を
主
催
し
て
頂
い
た
。

心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

　
卒
業
後
、
大
手
証
券
会
社
に
U
タ
ー
ン

就
職
。
結
婚
後
は
千
葉
に
住
み
、
仕
事
も

続
け
た
。
出
産
後
、
家
事
と
育
児
、
仕

事
で
悩
ん
だ
際
も
、
芳
友
会
で
先
輩
方
の

話
に
励
ま
さ
れ
た
。
次
男
が
３
才
の
頃
、

私
自
身
が
大
病
を
し
、
長
期
入
院
も
経
験

し
た
。
こ
の
頃
が
一
番
辛
い
時
期
で
、
睡

眠
時
間
を
削
り
、
働
き
、
無
理
を
し
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
良
い
母
、
良
い
妻
を
演
じ
よ
う
と
し
て

い
た
。

　
家
事
、
育
児
、
仕
事
。
全
て
に
お
い
て

気
持
ち
の
余
裕
を
無
く
し
て
い
た
。
辛
い

私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
も
、
大
学
時
代
の

友
人
た
ち
だ
。
会
う
だ
け
で
元
気
が
出
た
。

飾
ら
な
い
自
分
の
ま
ま
で
い
い
と
言
わ
れ

た
よ
う
な
気
が
し
て
、
気
が
楽
に
な
っ
た
。

「
や
れ
る
限
り
で
良
い
」
と
、
頑
張
り
過

ぎ
て
い
た
自
分
に
も
寛
容
に
な
っ
た
。
自

分
ら
し
く
、
で
き
る
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
と

両
立
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、

母
の
介
護
も
経
験
し
、
介
護
の
資
格
を
取

得
。
施
設
長
、Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
、

管
理
者
）
を
経
て
、
現
職
に
就
任
。
今

思
う
と
、
50
才
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が

生
か
せ
る
仕
事
に
出
会
っ
た
、
と
感
謝
で

あ
る
。
無
駄
な
経
験
は
な
い
も
の
だ
。

　
女
子
学
生
の
皆
さ
ん
！
人
生
は
順
調
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
と
家
庭
の

両
立
も
諦
め
ず
に
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
続
け
て

下
さ
い
。
最
後
に
、
辛
い
時
こ
そ
大
学
時

代
の
友
人
に
連
絡
し
て
み
て
下
さ
い
。
卒

業
40
年
後
の
私
の
実
感
で
す
。

ホームカミングデー後、サークル軽スポーツ会の友人たちと

芳友会参加後、六角橋の居酒屋にて
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活躍する卒業生

株
式
会
社
採
園　

代
表
取
締
役  

守
屋　

紀
洋（
31
歳
）

考
え
る
だ
け
で
な
く　

全
力
で
行
動
す
る

もりや・のりひろ
1990（平成2）年 9月生まれ。
山梨県出身。31歳。2013（平
成25）年経営学部国際経営
学科卒業。2016（平成28）
年神奈川衛生専門学校卒。
2016（平成28）年祥和鍼灸
整骨院入社。2018（平成30）
年株式会社　採園　代表取
締役就任

会
社
の
紹
介

　
私
は
山
梨
県
で
「
天
空
の
輝
き
」
と
い

う
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
マ
ン
ゴ
ー
を
栽
培
し
て

お
り
ま
す
。
山
梨
県
で
桃
や
葡
萄
で
は
な

く
、
な
ぜ
マ
ン
ゴ
ー
な
の
か
と
思
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
マ
ン
ゴ
ー
と

い
え
ば
暖
か
い
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

山
梨
県
に
は
高
品
質
の
マ
ン
ゴ
ー
を
栽
培
す

る
の
に
適
し
て
い
る
日
照
時
間
や
水
が
揃
っ

て
い
る
の
で
、
寒
い
イ
メ
ー
ジ
の
山
梨
県
で

も
高
品
質
な
マ
ン
ゴ
ー
を
栽
培
す
る
こ
と

が
で
き
て
お
り
ま
す
。

仲
　
　
　
　
　
間

　
大
学
時
代
は
、
平
塚
軟
式
野
球
部
（
部

活
動
）
中
心
の
生
活
で
し
た
。
入
部
し
て

か
ら
驚
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
監
督
が
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
上
下

関
係
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
監
督
が

い
な
い
た
め
、
選
手
同
士
で
意
見
を
ぶ
つ

け
な
が
ら
、
練
習
の
組
み
立
て
か
ら
采
配

ま
で
決
め
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
野
球
生

活
の
中
で
一
番
頭
を
使
っ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
（
笑
）
。
そ
う
し
た
努
力
が
実
を
結

び
、
全
国
大
会
で
準
優
勝
を
経
験
で
き
ま

し
た
。
当
時
の
仲
間
と
は
今
で
も
連
絡
を

取
り
合
う
な
ど
、
い
い
刺
激
を
た
く
さ
ん

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

兄
弟
の
絆
と
マ
ン
ゴ
ー
と
の
出
会
い

　
在
学
中
の
就
職
活
動
で
は
、
初
め
て
自

分
の
人
生
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
悩
ん
だ

末
に
就
職
で
は
な
く
進
学
を
決
断
し
、
鍼

灸
師
の
国
家
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
鍼

灸
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、
兄
で
し
た
。

兄
が
障
が
い
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
障
が
い

者
の
人
や
そ
の
家
族
を
ケ
ア
で
き
る
仕
事

に
魅
力
を
感
じ
、
鍼
灸
師
に
な
り
ま
し
た
。

鍼
灸
師
は
と
て
も
魅
力
的
な
仕
事
で
し
た

が
、
自
分
の
思
い
描
く
障
が
い
者
支
援
が

で
き
ず
、
葛
藤
の
日
々
で
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
父
の
会
社
の
新
規
事
業

の
話
が
あ
り
、
そ
れ
が
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
で
し

た
。
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
に
よ
っ
て
、
畑
仕
事
や

化
粧
箱
作
り
な
ど
障
が
い
者
に
雇
用
の
場

を
創
出
で
き
る
と
思
い
、
マ
ン
ゴ
ー
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
農
業

も
全
く
の
未
経
験
で
、
初
め
は
販
売
で
き

る
よ
う
な
マ
ン
ゴ
ー
が
収
穫
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
全
国
の
マ
ン
ゴ
ー
農
家
に

足
を
運
ぶ
な
ど
し
て
知
識
を
得
て
、
失
敗

を
繰
り
返
し
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
年
に
4
千
個
の
マ
ン
ゴ
ー
を
栽
培
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

失
敗
を
失
敗
で
は
終
わ
ら
せ
な
い

　
そ
ん
な
私
が
マ
ン
ゴ
ー
事
業
を
通
じ
て

学
ん
だ
こ
と
を
、
僭せ

ん
え
つ越

な
が
ら
こ
こ
に
記

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
1
つ
目
は
「
失
敗
を
失
敗
で
終
わ
ら
せ

な
い
で
行
動
す
る
」
こ
と
で
す
。
栽
培
1

年
目
の
時
に
、
マ
ン
ゴ
ー
で
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ワ
イ
ン
を
作
っ
て
大
失
敗
を
し
ま
し
た
。
で

も
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
昨
年
日
本

初
の
国
産
マ
ン
ゴ
ー
1
0
0
％
ジ
ュ
ー
ス
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
失
敗
を
恐
れ

ず
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
。
考
え
る
だ

け
で
は
ダ
メ
で
、
自
分
が
思
っ
た
こ
と
を
全

力
で
行
動
す
る
。
選
択
自
体
は
間
違
う
こ

と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
時
々
に

全
力
で
行
動
を
す
る

と
、
人
生
は
自
然
と
良

い
方
向
に
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
2
つ
目
は
「
人
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
で
す
。
少

し
ず
つ
で
す
が
、
マ
ン
ゴ
ー
事
業
を
通
し
て

思
い
描
い
て
い
た
障
が
い
者
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

た
の
も
、
応
援
し
て
く
れ
る
周
り
の
人
の

お
か
げ
で
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
と
の
繋

が
り
を
一
番
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
事
業

を
す
る
上
で
、
さ
ら
に
は
人
生
で
一
番
大

切
だ
と
今
は
感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
ま

だ
ま
だ
成
長
途
中
で
す
が
、
そ
う
し
た
人

達
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

平塚軟式野球部の仲間と（左が筆者）。
2011（平成23）年の全日本大学軟式野球
選手権大会準優勝時。

収穫したマンゴーからできたジュース

収穫直前のマンゴー

採園ホームページ
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仕
事
仲
間
と
２
人
で
今
年
の
4
月
10
日
、

長
野
県
中
央
ア
ル
プ
ス
の
宝
剣
岳

（
2
9
3
1
㍍
）
と
木
曽
駒
ヶ
岳（
2
9
5
6

㍍
）
に
登
っ
た
。
こ
こ
数
年
、
夏
冬
の
年

２
回
ペ
ー
ス
で
出
掛
け
て
い
る
。
夜
中
に

車
で
横
浜
を
出
発
し
、
明
け
方
に
登
山
口

に
到
着
。
そ
こ
か
ら
登
り
、
そ
の
日
に
下

る
と
い
う
夜
行
・
日
帰
り
の
弾
丸
登
山
だ
。

テ
ン
ト
泊
山
行
で
は
装
備
も
多
く
な
り
、

ち
ょ
っ
と
か
っ
た
る
く
感
じ
る
か
ら
だ
。

　
在
学
中
は
、
オ
カ
リ
ナ
山
友
会
（
現
在

は
存
在
せ
ず
）
と
い
う
山
岳
同
好
会
に
所

属
し
、
四
季
を
通
じ
て
山
に
入
っ
て
い
た
。

当
時
は
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
日
本
で

も
流
行
り
だ
し
た
頃
で
、
そ
の
ア
ク
ロ
バ

チ
ッ
ク
な
格
好
良
さ
に
憧
れ
、
湘
南
鷹
取

山
を
は
じ
め
伊
豆
の
城
ケ
崎
や
山
梨
県
の

三
ツ
峠
な
ど
に
も
行
っ
た
。
後
輩
の
中
に

は
現
在
で
も
バ
リ
バ
リ
に
登
っ
て
い
る
者
も

い
る
よ
う
だ
。
下
界
（
山
の
世
界
で
は
街

中
の
こ
と
を
こ
う
言
っ
て
た
）
で
は
先
輩

や
後
輩
と
六
角
橋
の
居
酒
屋
で
吐
く
ま
で

飲
ん
だ
。
今
で
は
思
い
出
深
い
。

　
今
回
の
弾
丸
登
山
で
は
、
中
央
高
速
道

を
駒
ケ
根
イ
ン
タ
ー
で
降
り
、
マ
イ
カ
ー

規
制
の
た
め
に
菅
の
台
駐
車
場
で
路
線
バ
ス

に
乗
り
換
え
た
。
終
点
の
「
し
ら
び
平
」

か
ら
駒
ケ
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
一
気
に

1
0
0
0
㍍
近
く
上
の
千
畳
敷
へ
。
こ
こ

で
ア
イ
ゼ
ン
を
履
き
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
手
に

い
い
、
機
械
力
と
い
い
、
車
窓
か
ら
の

眺
め
に
驚
嘆
し
た
も
の
だ
。
な
に
し
ろ

桁
が
二
つ
三
つ
違
う
の
だ
。

　
黒
海
に
注
ぐ
ド
ニ
エ
プ
ル
川
流
域
は
、

ソ
連
時
代
か
ら
鉄
鋼
、
重
化
学
、
電
力

な
ど
国
内
最
大
の
ド
ネ
ツ
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
で
あ
っ
た
が
、Ｔ
Ｖ
か
ら
流
れ
る
悲

惨
な
映
像
を
目
に
す
る
毎
日
で
あ
る
。

　
い
ま
北
陸
は
麦
秋
が
訪
れ
、
収
穫
作

業
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。
風
が
吹

く
と
黄
金
色
の
麦
穂
が
サ
ラ
サ
ラ
と

波
打
っ
て
い
る
。
か
の
地
で
は
前
年
の

晩
秋
に
播
種
し
た
小
麦
を
５
月
に
収
穫

し
、
6
月
か
ら
再
び
作
付
け
に
入
る
。

沃
土
の
な
せ
る
恵
み
を
戦
車
が
踏
み
つ

ぶ
し
、
荒
野
と
化
し
た
地
に
豊
か
な
実

り
は
期
待
で
き
そ
う
も
な
い
。

　
国
富
の
全
て
を
軍
備
に
つ
ぎ
込
み
、

そ
れ
で
も
国
民
の
命
と
国
土
を
守
れ

な
か
っ
た
77
年
前
の
日
本
の
敗
戦
…
。

　
冷
や
し
た
缶
ビ
ー
ル
を
片
手
に

「
D
e
N
A
の
濱
口
は
立
ち
上
が
り
が
悪

い
」
な
ん
て
軽
口
を
飛
ば
し
、
秋
の
値
上

げ
前
に
買
い
溜
め
に
走
る
自
分
が
い
る
。

な
に
も
で
き
な
い
歯
が
ゆ
さ
は
あ
る
が
、

一
刻
も
早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
と
復
興

を
願
う
ば
か
り
だ
。

　
教
壇
を
離
れ
て
10
年
。
私
が
高
校
の

地
理
教
員
に
な
っ
た
原
点
は
、
母
校
の

校
歌
「
♪
船
は
航
く
　
遠
き
わ
だ
つ
み

…
世
界
は
呼
ぶ
　
世
界
は
呼
ぶ
♪
」
に

あ
る
。
元
気
な
う

ち
に
、
あ
と
数

回
、
世
界
を
旅
し

て
み
た
い
と
思
う

昨
今
だ
。

投稿投稿
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
、
凄
惨
な
状
況
が
連
日
報
道
さ
れ
て

い
る
。
プ
ー
チ
ン
は
軍
事
、
内
政
、
外

交
に
深
刻
な
挫
折
を
味
わ
わ
な
い
限

り
、
攻
撃
の
手
を
止
め
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
と
思
う
。

　
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
6
月
、
友

と
東
欧
の
旅
に
出
た
。
曖
昧
な
記
憶
な

が
ら
当
時
の
感
想
を
書
い
て
み
た
い
。

ソ
連
の
圧
政
か
ら
解
放
さ
れ
た
国
々
で

は
、
政
治
的
な
恩
讐
を
乗
り
越
え
て
自

由
と
民
主
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
Ｅ

Ｕ
や
N
A
T
O
に
も
加
盟
し
、
本
家
か

ら
距
離
を
お
き
、
小
さ
い
な
が
ら
も
幸

せ
な
家
庭
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。
本

家
は
面
白
く
な
い
。
こ
ん
な
流
れ
か
。

　
ド
ナ
ウ
川
が
東
流
す
る
大
平
原
で

は
、
小
麦
、
馬
鈴
薯
、
牧
草
が
地
平
線

の
彼
方
ま
で
続
き
、
肥
沃
な
黒
土

（
チ
ェ
ル
ノ
ー
ゼ
ム
）
が
「
世
界
一
の

穀
倉
」
を
支
え
て
い
る
。
そ
の
規
模
と

3
年
前
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

石
川
県　

花
岡　

鉄
男
（
73
歳
）

1
9
7
1（
昭
和
46
）年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

千
畳
敷
カ
ー
ル
を
登
り
始
め
た
。
こ
の
日

は
、
こ
れ
以
上
な
い
と
い
う
く
ら
い
の
無

風
快
晴
だ
っ
た
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
１
枚
で
も
汗

が
流
れ
落
ち
、
宝
剣
岳
へ
は
ク
サ
リ
場
を

辿
っ
て
頂
上
へ
。
学
生
以
来
実
に
36
年
ぶ

り
の
頂
上
だ
。
学
生
当
時
は
12
月
、
し
か

も
吹
雪
い
て
、
全
く
眺
望
が
利
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
日
は
御
嶽
山
や
乗
鞍

岳
、
遠
く
は
北
ア
ル
プ
ス
ま
で
望
め
た
。

下
山
後
は
ご
当
地
グ
ル
メ
の
ソ
ー
ス
か
つ
丼

を
堪
能
し
た
。

　
こ
ん
な
ユ
ル
ユ
ル
山
行
で
も
、
気
分
転

換
と
な
り
、
明
日
へ
の
ヤ
ル
気
が
刺
激
さ

れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は16 頁） 卒

業
生
の

声

投稿投稿

学
生
時
代
の
趣
味
、

い
つ
ま
で
も

神
奈
川
県　

中
山　

幾
雄（
56
歳
）

１
９
８
８（
昭
和
63
）年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

2931㍍の宝剣岳の頂上で  筆者



　
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
、
失
敗
を
恐
れ

ず
思
い
っ
き
り
で
き
る
大
学
生
活
は
と
て

も
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
を
受
け
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
後
輩
に
は
、

今
し
か
な
い
学
生
生
活
を
大
い
に
楽
し
ん

で
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
宮
陵
会
報
』
や
『
宮
陵
』
を
楽
し

み
に
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

宮
陵
で
は
各
地
域
組
織
の
総
会
の
様
子
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
五
十
数
年
の
人
生
を

も
っ
と
充
実
し
た
も
の
に
す
る
き
っ
か
け

に
、
神
大
に
少
し
で
も
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
地
域
組
織
へ
の
入
会
を
検
討
し
て

お
り
ま
し
た
。
出
身
は
長
野
県
で
す
が
、

群
馬
で
家
を
購
入
し
、
仕
事
も
群
馬
県
内

の
お
客
様
へ
の
営
業
職
で
あ
っ
た
た
め
、
少

し
で
も
群
馬
の
知
人
を
作
り
た
い
思
い
で
、

群
馬
宮
陵
会
へ
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
入
会
し
た
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
6

月
の
総
会
を
き
っ
か
け
に
仲
間
入
り
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
篠
原
正
行
会
長
を
は
じ

め
、
先
輩
方
に
暖
か
く
迎
い
入
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
群
馬
宮
陵
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
群
馬
宮
陵
会
の
総
会
開
催
は
7
月
の
第

1
土
曜
日
が
多
く
、
勤
務
先
の
土
曜
営
業
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投稿投稿

大
学
生
活
を

振
り
か
え
っ
て

神
奈
川
県　

加
藤　

優
花（
22
歳
）

２
０
２
２
（
令
和
４
）年

法
学
部
自
治
行
政
学
科
卒
業

投稿投稿

良
か
っ
た
！

地
元
宮
陵
会
へ
の
入
会

群
馬
県　

上
原　

修
（
52
歳
）

１
９
９
５
（
平
成
７
）年

第
二
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

　
神
奈
川
大
学
で
過
ご
し
た
４
年
間
は
、

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
勉

学
で
は
、
高
校
の
勉
強
と
は
異
な
り
、
大

学
と
い
う
場
で
「
自
ら
学
ぶ
」
と
い
う

意
味
を
知
り
ま
し
た
。

　
自
治
行
政
学
科
で
初
め
て
法
と
い
う
分

野
に
触
れ
、
は
じ
め
の
頃
は
教
員
が
話
す

言
葉
が
呪
文
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。

ノ
ー
ト
を
と
る
の
も
精
一
杯
の
毎
日
で
、

テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
、
必
死
に

単
位
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
1
、
2
年
生
で
法
律

の
基
礎
を
固
め
、
３
年
生
頃
に
な
っ
て
く

る
と
だ
ん
だ
ん
講
義
に
慣
れ
、
自
分
の
興

味
の
あ
る
分
野
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
考

え
て
み
た
い
と
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
を
覚

え
ま
し
た
。
少
人
数
授
業
で
専
門
的
な
知

識
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自

ら
進
ん
で
得
た
知
識
は
、
記
憶
に
残
り
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
部
活
動
は
空
手
道
部
に
所
属
し
、
勉
強

と
部
活
動
で
忙
し
い
な
が
ら
も
、
日
々
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
３
年
生
以
降
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
練
習
に
は
試
合

の
制
限
が
あ
り
、
思
っ
た
よ
う
に
活
動
出

来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
に

は
大
き
な
大
会
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
悔

い
の
残
ら
な
い
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

日
と
重
な
り
、
入
会
の
機
会
を
逃
し
て
い

た
。
令
和
元
年
は
創
立
15
周
年
、
勤
務

先
も
久
々
の
土
曜
休
日
と
な
っ
た
た
め

「
是
非
参
加
し
た
い
」
と
篠
原
会
長
の
自

宅
に
直
接
電
話
し
、
入
会
の
相
談
を
し
ま

し
た
。
翌
年
の
新
年
会
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
が
、
そ
れ
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
で
、
行

事
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
あ
の
時
入
会

し
て
い
な
か
っ
た
ら
未
だ
入
会
で
き
て
い

な
か
っ
た
と
思
う
と
、
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン

グ
で
し
た
。

　
活
動
が
再
開
さ
れ
た
ら
、
ま
た
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
楽
し
い
一
時

が
過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
1
9
6
4
（
昭
和
39
）
年
、
憧
れ
の
港

町
・
横
浜
市
の
神
奈
川
大
学
貿
易
学
科
に

入
学
し
、
68
（
昭
和
43
）
年
卒
業
し
た
。

長
野
県
須
坂
市
生
ま
れ
で
現
在
77
歳
。
中

学
生
か
ら
英
語
が
好
き
で
、
将
来
英
語
に

携
わ
れ
る
仕
事
に
就
け
た
ら
と
い
う
願
望

が
あ
っ
た
。

　
こ
の
写
真
は
、
1
年
A
組
総
勢
66
人
（
内

女
子
5
人
）
の
英
語
教
師
・
田
中
菊
雄

先
生
を
囲
ん
で
も
の
で
、
左
側
の
立
像
（
ボ

ク
シ
ン
グ
の
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
）
の

あ
っ
た
庭
で
撮
影
し
た
も
の
。
今
で
も
、

田
中
先
生
の
授
業
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

牛
乳
瓶
の
底
の
よ
う
な
メ
ガ
ネ
を
掛
け
た

顔
、
大
き
な
声
の
「
ア
イ 

ド
ン
ト 

ノ
ウ
」

の
声
が
脳
か
ら
離
れ
な
い
。
英
語
好
き
は

今
も
続
い
て
い
る
。
N
H
K
英
語
ラ
ジ
オ

講
座
で
は
、
毎
日
英
語
と
触
れ
合
え
る
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
い
る
。

　
私
の
知
る
田
中
菊
雄
先
生
の
略
歴
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　
先
生
は
、
1
8
9
3
（
明
治
26
）
年
11

月
19
日
北
海
道
小
樽
生
ま
れ
。
1
9
7
5

（
昭
和
50
）
年
3
月
29
日
に
逝
去
さ
れ
た

英
語
学
者
で
英
和
辞
典
編
纂
者
で
す
。
先

生
は
、
父
親
の
事
業
の
失
敗
が
元
で
、
貧

窮
に
耐
え
て
暮
ら
し
た
。
旭
川
市
の
高
等

小
学
校
に
通
学
し
た
後
、
旭
川
駅
所
属
の

列
車
ボ
ー
イ
と
な
る
。
文
学
青
年
だ
っ
た

車
掌
か
ら
小
説
を
借
り
て
は
、
乱
読
し
て

い
た
と
い
う
。
列
車
ボ
ー
イ
を
辞
め
、
18

歳
の
時
に
上
川
郡
鷹
栖
村
近
分
第
一
高
等

尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
に
採
用
さ
れ
、

翌
年
、
検
定
試
験
に
合
格
し
正
教
員
と

な
っ
た
。

　
こ
の
こ
ろ
英
文
学
研
究
を
志
し
、
独
学

に
没
頭
す
る
か
た
わ
ら
、
遠
距
離
に
住
ん

で
い
た
ア
メ
リ
カ
人
教
師
に
学
ぶ
。
田
中

先
生
の
学
習
は
寝
る
の
も
惜
し
ん
で
、
一

切
床
に
は
つ
か
ず
、
机
に
向
か
い
勉
強
を

続
け
る
と
い
っ
た
壮
絶
な
も
の
だ
っ
た
。

1
9
1
7
（
大
正
６
）
年
24
歳
で
上
京
し
、

鉄
道
院
官
房
文
書
課
に
勤
め
な
が
ら
夜
間

英
語
専
門
学
校
だ
っ
た
正
則
英
語
学
校
に

通
学
し
た
。
1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に

中
学
学
校
教
育
検
定
と
、
1
9
2
5
（
大

正
14
）
年
高
等
学
校
教
員
検
定
に
合
格
し

た
。
こ
の
こ
ろ
研
究
社
「
新
英
和
大
辞
典
」

の
編
纂
に
関
わ
っ
た
。
1
9
3
0
（
昭
和

５
）
年
山
形
高
等
学
校
に
転
勤
。
同
僚
の

投稿投稿

英
語
教
師
・

田
中
菊
雄
先
生
に
つ
い
て

神
奈
川
県　

北
村　

照
男（
77
歳
）

１
９
６
８
（
昭
和
43
）年

経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業
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島
村
盛
助
氏
と
東
北
帝
国
大
学
教
授
・
土

居
光
知
氏
と
と
も
に
7
年
か
け
「
岩
波
英

和
辞
典
」
を
編
纂
し
た
。
戦
後
は
、
新

制
の
山
形
大
学
で
講
じ
、
1
9
6
0
（
昭

和
35
）
年
に
退
官
。
晩
年
は
藤
沢
市
辻
堂

に
居
住
し
、
神
奈
川
大
学
に
勤
務
し
た
。田中菊雄先生を囲み、1年A組が勢ぞろい

　宮陵会本部は昨年8月から10月にかけ、横浜キャンパスの「コロナワク
チン大学拠点接種」（いわゆる職域接種）に合わせ、約2千人の一人暮
らし学生に食品の無料配布（3千円相当）を行った。（昨年12月発行『宮陵
会報』No113号で既報）大好評だったこともあり、今年度も6月中旬
から7月上旬にかけ、横浜、みなと
みらい、湘南ひらつかの３キャンパス
で、宮陵会三役と本部事務職員と
で行った。今回も学生からは好評で
「ありがとうございます。助かります」
と素直な感謝の声が多く届いた。

学生への食料品無料配布　2回目実施

原稿を募集しています
『宮陵』（No.115 号）への
ご投稿をお待ちしています。

▽発行 2022（令和４）年12 月中旬
▽体裁 A4 判、16 ページ（予定）
▽部数 120,000 部
▽ 600 字程度、テーマは自由。郵便番号、住所、

氏名、年齢、神大卒業年・学科、連絡先〈メー
ルアドレス・電話番号（携帯）〉を明記

▽締め切り 2022（令和４）年10月26日（水）。掲載分
には記念品をお贈りします。原稿は一部手直しする
場合があります。

▽〒221−0802 横浜市神奈川区六角橋３−２７−１
　宮陵会本部『宮陵』（No.115号）係。郵送またはメール
　（kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp）で。

神奈川大学宮陵会　広報委員会

■ ■ 訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
2022（令和４）年１月12日
貝田泰雄様（昭38法）

元宮陵会理事
元学校法人神奈川大学常務理事

2022（令和４）年５月21日
渡邉 武 様 (昭33経・平16経博前)

元宮陵会監事
元横浜北宮陵会会長

2022（令和４）年7月1日
中川眞澄様（昭40工経）
前熊本県宮陵会会長

 ◇ 会議予定
理事会　2022(令和4)年9月9日(金 )
	 11月11日(金 )

 ◇ 夏季一斉休暇
2022(令和４)年８月12日(金)～2022(令和４)年８月17日(水) 
 ◇ 地域組織 新代表者紹介
京滋宮陵会　昭52法　森川　藏　様

※登録いただきました情報は、皆様の個人情報の重要性を深く認
識し個人情報保護方針に従い適正な保護管理に努めています。

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ

 ◇ 事務局よりのお願い
【会費納入について】
　宮陵会の安定的な運営のため、会費の納入をお願い致しま
す。会費が未納の場合は、会員資格が「普通会員」となり、代議
員となる資格がなくなる場合があります。詳細につきましては、
同封の「会費納入要領」をご参照ください。

【住所等の変更について】
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更があ
れば、ご連絡をお願い申し上げます。

①神奈川大学ホームページ
卒業生のひろば (https://alumni.kanagawa-u.ac.jp) ⇒
卒業生情報登録・変更のご案内

②FAX	045-413-0791
③E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

〈賞　　品〉
①神奈川大学オリジナル横濱スカーフ（シルク100％、千鳥
巻き・手捺染、㈱ＫＵパートナーズ販売）／3名

②神奈川大学箱根保養所
　1泊2食付きペア宿泊券／3名
③KUマーク入りキャップ／10名

〈応募方法〉
　ご希望の方は、はがきに希望の賞品（①か②か③）、名前、
郵便番号、住所、電話（またはメールアドレス）、卒業年・
学科（現役学生は学年・学科）、『宮陵会報』No114（今号）
の感想を書いて
〒221-0802 横浜市神奈川区六角橋 3－27－1、神奈川大
学宮陵会「プレゼント係」までお送りください。
▽締め切り2022（令和 4）年 9月15日（木）＝消印有効。
当選者（抽選）の発表は、賞品の発送（10月上旬）をもって
代えさせていただきます。

情報をお寄せ下さい
　国内外で活躍されている卒業生の情報（他薦、自薦）や話題
などお寄せ下さい。年 2 回発行の『宮陵会報』や年 1 回発行
の『宮陵』で紹介させていただきます。 （宮陵会広報委員会）

読者プレゼント

KUマーク入り
キャップ


